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㈨᱁・᳨定試㦂における㛗文ㄞゎ用ⱥ文の㞴᫆度ẚ㍑ 
 

⛙㔝 㐍୍（ᮾ໭大学㸧 
 

㈨᱁・᳨定試㦂で౑用さࢀている㛗文ㄞゎ用のⱥ文をศᯒし, 文❶とㄒᙡの㞴᫆度をẚ㍑・᳨ウした。

その結果, そࢀࡒࢀの試㦂で౑用さࢀている㛗文ㄞゎ用のⱥ文の文❶, ㄒᙡの㞴᫆度にはかなࡾのᕪが

ルの㞴᫆度のものか࣋ࣞྠࡰ࡯らに関しても, センター試㦂とࡕ࡝ることがุ明した。文❶, ㄒᙡの࠶

ら, センター試㦂よࡾ㞴᫆度の高いᮾ໭大学の๓ᮇ個ู試㦂とྠࣞ࣋ルの㞴᫆度のものまでࡗ࠶た。ま

たྠ⛬度の㞴᫆度のⱥ文を」ᩘ౑用している㈨᱁・᳨定試㦂もࡤࢀ࠶, 㞴᫆度にᕪの࠶るⱥ文を」ᩘ౑

用している㈨᱁・᳨定試㦂も࠶ることがࢃかࡗた。 
 

 ࡟ࡵࡌࡣ ��

2020 ᖺ度よࡾ現ᅾのセンター試㦂に代ࢃる大学入

学ඹ通テストがጞまࡾ, ྠ時にẸ間業者によるⱥㄒの

㈨᱁・᳨定試㦂の本᱁的な฼用もጞまる。受㦂⏕が

個々の㈨᱁・᳨定試㦂の目的や≉ᚩを⌮ゎしたうえで

฼用する試㦂を選ࡪことが望ましいが, 現≧ではこࢀ

らの試㦂にࡘいて༑ศ⌮ゎさࢀているとはいいがたい。 
こࢀまでⱥㄒの入試ၥ題に関する研究では� ⱥ文と

ㄒᙡの㞴᫆度にࡘいて多ࡃの研究が行ࢀࢃてきた。ⱥ

文の㞴᫆度を 定するためには� )OHVFK 5HDGLQJ 

(DVH な࡝のリーࣅࢲリティᣦᶆが用いらࢀ� ㄒᙡの

㞴᫆度を 定するためにはఱらかのㄒᙡࢹータ࣋ース

を用いてカࣂー⋡を 定するな࡝の方法がྲྀらࢀてき

た。例えࡤ .LNXFKL �2006�は� 国立・⚾立の 1994
ᖺと 2004 ᖺの個ู試㦂のၥ題にࡘいて� 㸱ࡘのリー

のᖺの㞴᫆度はࡘリティᣦᶆを用いてศᯒし� ２ࣅࢲ

ࡗルはⱥㄒのẕㄒヰ者にと࣋そのࣞ �ࡾ࠶じでྠࡰ࡯

ても大ኚ㞴しいࣞ࣋ルで࠶ると報告している。また㛗

㇂ᕝ（2011㸧は� 大学入試センター試㦂と個ู試㦂

で౑用さࢀるㄒᙡにࡘいて� 中学・高ᰯのⱥㄒ教科書

ㄒᙡと %ULWLVK 1DWLRQDO &RUSXV を用いてศᯒし� 

「㞴しかࡗた」とゝࢀࢃた 2009 ᖺのセンター試㦂の

ၥ題は� 中学・高ᰯのⱥㄒ教科書ㄒᙡでのカࣂー⋡が

91.8�と例ᖺよࡾపかࡗたこと� 個ู大学入試ၥ題の

㞴᫆度ࣞ࣋ルは中学・高ᰯⱥㄒ教科書とẚ㍑して明ら

かに㞴᫆度が高いことを報告している。  

 入試ၥ題とྠᵝに中学・高ᰯの教科書を対象にⱥ文

やㄒᙡの㞴᫆度をศᯒする研究も㐍めらࢀてきた。例

えࡤ᰿ᓊ �2015�は� 中学・高ᰯ・大学のⱥㄒ教科書

と大学入試センター試㦂およࡧ個ู入試のⱥ文にࡘい

てリーࣅࢲリティをẚ㍑し� 中学㸱ᖺと高ᰯ１ᖺの間

には大きなࢠャップがᏑᅾすること� センター試㦂の

㞴᫆度は� 高ᰯの上のࣞ࣋ルの教科書のᖹᆒ的㞴᫆度

よࡾもやや高ࡃ� ⱥㄒ力の上位ᒙの受㦂者のᘚูが必

要とᛮࢀࢃる国立大学の入試ၥ題はセンター試㦂の㞴

᫆度よࡾもさらに高いことな࡝を報告している。 

 ୍方� ㈨᱁・᳨定試㦂にࡘいては� 試㦂の実施ᅋ体

が⮬らの試㦂にࡘいてศᯒしたものやணഛᰯが受㦂⏕

対象の㞧ㄅでྛ㈨᱁・᳨定試㦂の≉ᚩをまとめたもの

な࡝はᏑᅾしているが� まࡔ༑ศな研究は行ࢀࢃてい

ないのが実情で࠶る。 

 そこで本研究では, ⱥㄒの入試ၥ題においてはㄞゎ

が中ᚰとなࡗていることを㚷み, ྛ㈨᱁・᳨定試㦂で

౑用さࢀている㛗文ㄞゎ用のⱥ文をศᯒし, 文❶と౑

用ㄒᙡの㞴᫆度をẚ㍑・᳨ウすることで, そࢀࡒࢀの

㈨᱁・᳨定試㦂がᣢࡘ≉ᚩとᕪ異を明らかにすること

を目的とする。 

  
 ᪉ἲࡢ✲◊ ��

��� ศᯒᑐ㇟ࡢⱥ文 

大学入学ඹ通テストで฼用さࢀるⱥㄒの㈨᱁・᳨定

試㦂として大学入試センターに⏦ㄳのࡗ࠶た試㦂のう

以ୗの試㦂の㛗文ㄞゎ用ⱥ文を対象とする。なお ,ࡕ

本ㄽ文では250ㄒ以上のⱥ文を㛗文ㄞゎ用のⱥ文と 
定⩏する。 

ձ ⱥ᳨（２⣭㸧 ղ GTEC（Advanced㸧 
ճ TEAP       （以上，日本の実施ᅋ体㸧 
մ IELTS（アカࢹミッࢡ・ࣔジࣗール㸧 
յ ࢣンࣈリッジⱥ᳨（PET: Preliminary English 
   Test㸧ն TOEFL（以上，ᾏ外の実施ᅋ体㸧１)  

そࢀࡒࢀの試㦂のศᯒに౑用したⱥ文は以ୗの通ࡾ

で࠶る。 

ⱥ᳨㸸2017ᖺ度➨２回２⣭用ၥ題 
GTEC㸸Advancedのサンプルၥ題 
TEAP㸸ࣈ࢚࢘サ࢖ト２) でබ開している見本ၥ題 
TOEFL㸸「ETSබ認࢖࢞ド TOEFL iBT（➨ᅄ∧㸧
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CD-ROM∧Educational Testing Service（ETS㸧
日本ㄒ∧┘ヂ 林ຌ 出∧♫ McGraw-Hill 出∧ 
2013」にᥖ㍕さࢀているリーࢹィング₇⩦ၥ題

ձ㹼ճ 
IELTS㸸ࣈ࢚࢘サ࢖ト㸱) でබ開さࢀているアカࢹ

ミッࢡ・ࣔジࣗールのサンプルテスト 
 
大学入学ඹ通テストのⱥㄒ試㦂は 2023 ᖺ度までの

実施はỴまࡗているが, そࢀ以㝆にࡘいては㈨᱁・᳨

定試㦂の実施・活用≧ἣ等の᳨ド後にỴめらࢀること

になࡗている。大学入学ඹ通テストのⱥㄒ試㦂が実施

さࢀなࡃなࡗたሙ合, ㈨᱁・᳨定試㦂が大学入学ඹ通

テストや個ู試㦂の代᭰の試㦂として฼用さࢀるྍ能

性も࠶る。そのため現行のセンター試㦂（2017 ᖺ度

本試㦂㸧とᮾ໭大学の個ู試㦂（2017 ᖺ度๓ᮇ㸧の

㛗文ㄞゎ用ⱥ文もẚ㍑のため本ㄽ文のศᯒ対象とした。 
なおၥ題に౑用さࢀている 250 ㄒ以上のⱥ文にࡘ

いてはୗ⥺, グ ,ྕ ␒ྕ等, ၥ題స成者によࡗて௜ຍ

さࢀたものはྲྀࡾ㝖き, また✵ḍに༢ㄒ, ㄒ ,ྃ 文❶

な࡝を⿵඘するၥ題が࠶るሙ合には, ✵ḍにṇゎを入

 。たࡗた上で文❶の㞴᫆度の調査を行ࢀ
またὀ㔘のࡘいているㄒは, たとえ㞴しいㄒでࡗ࠶

ても受㦂⏕にとࡗてはすでにព࿡のࢃかࡗているㄒと

なるため, ㄒᙡの㞴᫆度のศᯒの㝿には, 上グのฎ⌮

を行ࡗた文❶からす࡭て๐㝖した上でศᯒを行ࡗた。 
 
��� ศᯒ᪉ἲ 

㛗文ㄞゎ用ⱥ文の㞴᫆度は「文❶の㞴᫆度」と「ㄒ

ᙡの㞴᫆度」の஧ࡘのほⅬから 定を行ࡗた。 
 

����� 文❶ࡢ㞴᫆ᗘ 

文❶の㞴᫆度をᩘ್化するためにLexile Measure 㸲) 

を౑用した。Lexile Measureは米国MetaMetrics♫
が開発したᣦᶆで, 「୍文࠶たࡾの㛗さ」と「༢ㄒの

出現㢖度」で文❶の㞴᫆度を 定する。୍文の㛗さが 
㛗ࡃ, ྛ༢ㄒの出現㢖度がᑡない文❶は㞴᫆度が高ࡃ, 

୍文が▷ࡃ, ྛ༢ㄒの出現㢖度が多い文❶は㞴᫆度が

పいという考えに基࡙ࡃᣦᶆで࠶る。このᣦᶆは

900L, 1000L のようにᩘ್に L のグྕを௜けて⾲さ

⏣大ࡤの大きい方が㞴᫆度が高い。例え್ᩘ ,ࢀ

（2016㸧によࡤࢀ, 高等学ᰯのࢥミࣗニࢣーション

ⱥㄒϩの᳨定教科書（内容が㞴しめで１ࣞッスンのศ

㔞も多いタ࢖プ㸧のᖹᆒは 915L となࡗている。この

ᣦᶆは, 文❶の㞴᫆度とㄞみᡭのㄞゎ力をྠじᣦᶆで

⾲すことができるため, ㄞみᡭのㄞゎ力に合ࡗたテキ

ストを᥈すときな࡝にᾏ外でᗈࡃ活用さࢀている。ᡭ

㡰としてはテキストフ࢖࢓ル化した調査対象のⱥ文を

Lexile Analyzer 㸳) というศᯒࢶールにかけ, Lexile 
Measure を⟬出した。このᣦᶆは元々ⱥㄒẕㄒヰ者

を対象にしたものなので, 外国ㄒとしてのⱥㄒ学⩦者

に対してもྠじように適用できるのか࡝うかは今後の

᳨ドをᚅたなࡃてはならないが, ྠじ༢ㄒが࡝の⛬度

ているかというⱥ文の⾲現上のほⅬもࢀࢃ㏉し౑ࡾ⧞

考៖したᣦᶆで࠶るため, 本研究では୺たるᣦᶆとし

て᥇用した。 
またⱥㄒᅪの教育関ಀ者によࡗて୍⯡的に౑用さࢀ

ている  Flesch Reading Ease と Flesch-Kincaid 
Grade Levelの஧ࡘのᣦᶆもጇᙜ性᳨ドのために฼用

した。こࢀらのᣦᶆは, 「୍文࠶たࡾの㛗さ」と「୍

ㄒ࠶たࡾのᖹᆒ㡢⠇ᩘ」を元にྛ々のබᘧに基࡙いて

⟬出さࢀる。୍文の㛗さが㛗ࡃ, ༢ㄒのᖹᆒ㡢⠇ᩘの

多い文❶は㞴᫆度が高ࡃ, ୍文が▷ࡃ, ༢ㄒのᖹᆒ㡢

⠇ᩘが▷い文❶は㞴᫆度がపいという考えに基࡙ࡃᣦ

ᶆで࠶る。Flesch Reading Ease のスࢥアは㸮から

100までのᩘ್で⾲さ60 ,ࢀ㹼70がᶆ‽的な㞴しさで, 
ᩘがᑠさい࡝࡯ⱥ文が㞴しいことを⾲す。2017 ᖺ度

センター試㦂の➨㸴ၥのⱥ文は 67.1, 2017 ᖺ度ᮾ໭

大学๓ᮇ試㦂１␒のⱥ文は 50.2 でࡗ࠶た（⾲㸶, ⾲
㸷ཧ↷㸧。 
また Flesch-Kincaid Grade Level は Flesch 

Reading Ease のබᘧに改Ⰻをຍえたもので, 結果が

米国の学ᖺのඣ❺・⏕ᚐのㄞゎࣞ࣋ルを⾲す್で♧さ

/H[LOH )OHVFK )�.�* ฑۋೋ਼ޢ ೋིޢ(%) Ωώʖི(%)
ӵ（څ2）ݗ 4 1237 309�3 1022�5 60�� ��6 3�0 2�2 97�9

*7(&（$GYDnFHG） 3 1190 396�7 936�7 67�2 7�� 0�0 0�0 100�0
7($3 4 16�7 421�� 1042�5 53�3 10�2 4�� 2�2 97��
,(/76 3 
2150�2750 642�� 1220�0 50�7 11�3 20�4 7�5 92�5
72()/ 3 1941 647�0 1213�3 43�0 12�2 27�7 9�7 90�3

ίンϔϨッζӵ（7)3）ݗ 3 1350 450�0 1146�7 61�2 10�0 3�0 1�2 9���
ฑۋ 3�3 1593�1693 477�9 1096�9 56�0 10�0 9�� 3�� 96�2

ݩࢾιンνʖ（ࢂ） 3 1770 590�0 963�3 6��4 7�7 0�0 0�0 100�0
౨๼大学（ࢂ） 2 1763 ��1�5 1235�0 46�7 12�1 30�0 ��5 91�5

ː,(/76ͺΤΦϔγ΢φ7)Ͷʰௗชͺ3ୌड़ୌɽસରͲ2150�2750ZRUGVʱͳىफ़͍͗ΖͪΌ૱Ԉ΄਼ޢͶͺ͞の஍Νࡎىɽ

ኰೋҝౕޢ
න̏ɻݗ・֪ࣁఈݩࢾพೋҝౕฑۋҲལ

大໲਼ ૱Ԉ΄਼ޢ ฑ਼ޢۋ ӵชೋҝౕ

Δ௕จಡղ༻ӳจの೉қ౓ൺֱ͚͓ʹݧࢼఆݕɾ֨ࢿ
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ル, 「㸷」な࣋ࣞ⏕るもので, 「㸴」はᑠ学ᰯ㸴ᖺࢀ

ら中学㸱ᖺ⏕ࣞ࣋ルのⱥ文で࠶ることを⾲す。2017
ᖺ度センター試㦂の➨㸴ၥは 8.4 なので中学２ᖺ, 
2017 ᖺ度ᮾ໭大学๓ᮇ試㦂１␒のၥ題は 11.8 なので

高ᰯ㸱ᖺ⏕直๓⛬度となる。Flesch Reading Easeと
Flesch-Kincaid Grade Level は Word のᰯ㜀機能に

も౑用さࢀておࡾ, 機能をオンにすࡤࢀスペル࢙ࢳッ

ࢀアが⾲♧さࢥ後に「ㄞみやすさの評価」としてスࢡ

る。こࢀらの 定にはࢿット上でබ開さࢀている

Readability Formulas 㸴) のAutomatic Readability 
Checkerを౑用した。 

 
����� ㄒᙡࡢ㞴᫆ᗘ 

 ㄒᙡの㞴᫆度をᩘ್化するために「༢ㄒࣞ࣋ル࢙ࢳ

ッカー」㸵㸧を౑用した。「༢ㄒࣞ࣋ル࢙ࢳッカー」

では中学・高ᰯの᳨定教科書とセンター試㦂 10 ᖺศ

（2008-2017 本試㦂のみ㸧の༢ㄒࢹータ࣋ースを基

にⱥ文の༢ㄒࣞ࣋ル࢙ࢳッࢡを行ࡗた。ྛၥ題で౑用

さࢀるⱥ文のᘏ࡭ㄒᩘと異ㄒ ,ᩘ 㞴ㄒᩘをồめ, ⱥ文

中の異ㄒᩘにおける㞴ㄒᩘのẚ⋡（㞴ㄒ⋡㸧と高㸱ま

での教科書ཬࡧセンター試㦂で౑ࢀࢃる༢ㄒでⱥ文が

ー⋡を調査しࣂているかというカࢀーさࣂの⛬度カ࡝

た。なお本ㄽ文ではこのࢹータ࣋ースに入ࡗていない

ㄒ, すなࡕࢃ「中学・高ᰯの教科書で学ࢇでいる༢ㄒ, 
ཬࡧ㐣ཤ 10 ᖺ間のセンター試㦂で出題さࢀた༢ㄒ以

外のㄒ」を㞴ㄒと定⩏する。また㞴ㄒᩘは文中に⧞ࡾ

㏉し出現しても１ࡘとᩘえる異ㄒᩘでᩘえた。  
 

�� ⤖ᯝ 

��� ᴫἣ 㸦⾲㸯参↷㸧 

�����文❶ 

  Lexile Measure のᖹᆒがセンター試㦂と最も㏆

かࡗたのは GTEC でࡗ࠶た。ⱥ ,᳨ TEAP はセンタ

ー試㦂よࡾやや㞴しࡃ, 次いでࢣンࣈリッジⱥ᳨, 
TOEFL, IELTS と㞴しࡃなࡗている。IELTS と

TOEFL は 1200L を㉸えているが, こࢀはᮾ໭大の

๓ᮇ個ู試㦂ၥ題の㞴᫆度（1235L㸧に㏆い。௚の஧

 じഴ向を♧している。Fleschྠࡰ࡯のᣦᶆでもࡘ
Kincaid Grade ではセンター試㦂と GTEC がアメリ

カの中学１ᖺ⏕ࣞ࣋ル, ⱥ᳨が中学２ᖺ⏕, TEAP と

 ,⏕リッジⱥ᳨が高ᰯ１ᖺ⏕, IRLTSが高ᰯ２ᖺࣈンࢣ
TOEFLが高ᰯ㸱ᖺ⏕ࣞ࣋ルでࡗ࠶た。 
 
 
 
 

����� ㄒᙡ 

 総ᘏ࡭ㄒᩘは GTEC, ⱥ᳨の 1200 ㄒ๓後から

IELTS の 2450 ㄒまで, およそ２ಸの開きが࠶る。ࢣ

ンࣈリッジⱥ᳨を㝖いてᾏ外に本部の࠶る実施ᅋ体

（以㝆ᾏ外ᅋ体㸧の試㦂の方がᘏ࡭ㄒᩘが多いഴ向が

見らࢀる。大ၥ１ၥ࠶たࡾのᖹᆒᘏ࡭ㄒᩘもⱥ᳨, 
GTEC, TEAPがそ421.8 ,396.7 ,309.9ࢀࡒࢀでࡾ࠶,
リッジⱥ᳨がᑡし多いࣈンࢣ 450, そして IELTS, 
TOEFLがそ647.0 ,642.8ࢀࡒࢀとᾏ外ᅋ体の方が㛗

めのⱥ文を出題しているഴ向が࠶る。センター試㦂の

総ᘏ࡭ㄒᩘは 1770 ㄒでࡾ࠶, こࢀは調査した㈨᱁・

᳨定試㦂のᖹᆒᘏ࡭ㄒᩘ 1642.5 に㏆い。またセンタ

ー試㦂の大ၥ１ၥ࠶たࡾのᖹᆒᘏ࡭ㄒᩘは 590 なの

でこࢀはᾏ外ᅋ体の試㦂のᘏ࡭ㄒᩘに㏆い。 
 高㸱までの教科書とセンター試㦂のㄒᙡࢹータ࣋ー

スでのカࣂー⋡は, GTEC が 100%, ⱥ᳨,  TEAP, 
ࡰ࡯リッジⱥ᳨もࣈンࢣ 100%で１ ,ࡾ࠶題࠶たࡾの

㞴ㄒᩘも㸮から㸳ㄒ⛬度で࠶る。そࢀに対し IELTS
と TOEFL のカࣂー⋡はそࢀࡒࢀ 92.5%, 90.3%とや

や開きが࠶る。この஧ࡘのカࣂー⋡はᮾ໭大学の

91.5%に㏆い。また１題࠶たࡾにࡘき 20 ㄒを㉸える

㞴ㄒもྵまࢀている。 
 
��� ㈨᱁᳨࣭ᐃヨ㦂ࡢ࡜ࡈ≉ᚩ 

����� ⱥ  ᳨

（文❶㸧２A, ２B のⱥ文はそࢀࡒࢀ 260 ㄒ⛬度で

Lexile Measure が 990L と 980L とྠࡰ࡯じࣞ࣋ル

でࡗ࠶た。 また㸱A, 㸱B のⱥ文もともに 360 ㄒ⛬

度で Lexile Measure が 1020L と 1100L とྠࡰ࡯じ

のᣦᶆにもྠじഴ向が見らࡘた。௚の஧ࡗ࠶ルで࣋ࣞ

ྠࡰ࡯とにศ㔞, 㞴᫆度がࡈる大ၥ࠶ࡘるので, ２ࢀ

じの２✀㢮のⱥ文を౑用していることがうかがえる。

Flesch Kincaid Grade によࡔ ,ࡤࢀいたいアメリカ

の中学１ᖺ⏕から中学㸱ᖺ⏕のࣞ࣋ルの㞴᫆度で࠶る。 
（ㄒᙡ㸧１題に㞴ㄒがせいࡐいᩘㄒ࠶るࡔけなので, 
 。センター試㦂୪みとゝえるࡰ࡯
 
 

න̐ɻೋҝౕҲལ（ӵݗ）

/H[LOH )OHVFK )�.�* ҡ਼ޢ ೋ਼ޢ ೋིޢ Ωώʖི

2$ 259 990 61�6 ��5 131 1 0�� 99�2
2% 25� 9�0 65�4 7�7 113 5 4�4 95�6
3$ 359 1020 56�6 9�2 15� 1 0�6 99�4
3% 361 1100 59�6 9 176 5 2�� 97�2
ܯ૱ 1237 57� 12
ฑۋ 309�3 1022�5 60�� ��6 144�5 3�0 2�2 97�9

ӵݗ Ԉ΄਼ޢ
ӵชೋҝౕ ୱޢϪϗϩοΥッΩʖ

�������

େֶೖڀݚࢼδャʔφϧୈ��߸
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（文❶㸧出題さࢀている㸱ၥの㞴᫆度に大きなᕪが࠶

ることが≉ᚩで࠶る。このⅬはセンター試㦂のᵓ成と 
ఝている。２␒の Lexile Measure の 1300L は今回

調査した㈨᱁・᳨定試㦂のす࡭てのၥ題の中で最も㞴

᫆度が高ࡃ,  㸱␒の 560L は最も㞴᫆度がపい。セ

ンター試㦂のᖹᆒ的な㞴᫆度とྠ⛬度の㞴᫆度のⱥ文

が୍題, そしてそのၥ題よࡾかなࡾ᫆しいⱥ文が୍題

とかなࡾ㞴しいⱥ文が୍題出題さࢀ, ᖹᆒするとࡰ࡯

センター試㦂とྠࣞ࣋ルの㞴᫆度となࡗている。

Flesch Kincaid Grade ではアメリカのᑠ学ᰯ２ᖺ⏕

から高ᰯ㸱ᖺ⏕のࣞ࣋ルでࡗ࠶た。 
（ㄒᙡ㸧ㄒᙡにࡘいてはす࡭てのၥ題で㞴ㄒが㸮で࠶

  。たࡗ
 
����� 7($3 

 

（文❶㸧270 ㄒ๓後のྠࡰ࡯⛬度の㞴᫆度のⱥ文が２

題と, ᘏ࡭ㄒᩘがࡰ࡯ಸの 580 ㄒ๓後でやや㞴しいⱥ

文が２題出題さࢀている。ⱥ᳨とඹྠ開発したࡔけに, 
じの２✀㢮ྠࡰ࡯とにศ㔞, 㞴᫆度がࡈる大ၥ࠶ࡘ２

のⱥ文を౑用するというၥ題ᵓ成がとてもよࡃఝてい

る。たࡔしⱥ᳨よࡾはၥ題間の㞴᫆度のᕪはᑡし大き

ている。Flesch Kincaid Gradeࡗなࡃ ではアメリカ

の中学２ᖺ⏕から高ᰯ２ᖺ⏕ࣞ࣋ルで࠶る。 
（ㄒᙡ㸧㞴ㄒᩘはさ࡝࡯多ࡃはないが, 後のၥ題に行

 。㞴ㄒの౑用がቑえているࡘࡎとにᑡしࡈࡃ
 
����� ,(/76 

（文❶㸧Readability の୕ࡘのᣦᶆともࡔいたいྠ୍

の㞴᫆度のⱥ文を౑用している。IELTS がබ開して

いるサンプルၥ題は抜⢋∧となࡗておࡾ, か１ࡘ回の

試㦂での出題ศよࡾも多ࡃබ開さࢀている。ࣈ࢚࢘サ

 文❶の㛗さは඲体で2150ㄒ㹼」,ࡤࢀト㸶) によ࢖
2750 ㄒ」とㄝ明さࢀているので, サンプルၥ題でබ

開さࢀているようなⱥ文からいࡘࡃかを出題し, 総ᘏ

る。なお⾲中の総ィࢀㄒᩘを⤫制していると᥎ᐹさ࡭

にࡘいては中ኸ್を౑い 2450 とした。また異ㄒᩘと

㞴ㄒᩘの総ィḍにࡘいては, １回ศの試㦂の総ィとな

らないためグ入していない。Flesch Kincaid Grade
ではアメリカの高ᰯ１ᖺ⏕から高ᰯ㸱ᖺ⏕ࣞ࣋ルで࠶

る。 
（ㄒᙡ㸧㞴ㄒᩘは㸴ㄒから 33 ㄒとၥ題によࡗてࡤら

 。る࠶きがࡘ
 
����� 72()/ 

（文❶㸧600 ㄒ⛬度で㞴᫆度がྠ等のⱥ文が୕ࡘ౑ࢃ

ている。Flesch Kincaid Gradeࢀ では高ᰯ１ᖺ⏕か

ら大学１ᖺ⏕⛬度となࡗている。なお IELTS と

TOEFL の୕ࡘのⱥ文にࡘいては Lexile Measure と

௚の஧ࡘのᣦᶆで㞴᫆度のഴ向が異なࡗている。 
（ㄒᙡ㸧１題࠶たࡾの㞴ㄒᩘが 20 ㄒ㹼30 ㄒ, カࣂー

⋡がᴫ90ࡡ%๓後とややపい。 
 

ⱥࢪࢵࣜࣈࣥࢣ �����  ᳨

（文❶㸧ศ㔞も㞴᫆度もやや異なる୕ࡘのⱥ文を౑用

している。Lexile Measure はセンター試㦂のᖹᆒ的

な㞴᫆度とẚ࡭てやや高めで࠶る。Flesch Kincaid 
Grade では中学２ᖺから高ᰯ㸱ᖺ⛬度のⱥ文が౑用

さࢀている。 

න̑ɻೋҝౕҲལ（*7(&）

/H[LOH )OHVFK )�.�* ҡ਼ޢ ೋ਼ޢ ೋིޢ Ωώʖི

1 397 950 65�6 7�7 1�5 0 0 100
2 31� 1300 43�4 12�9 167 0 0 100
3 475 560 92�6 2�9 203 0 0 100
ܯ૱ 1190 555 0
ฑۋ 396�7 936�7 67�2 7�� 1�5�0 0�0 0�0 100

*7(& Ԉ΄਼ޢ
ӵชೋҝౕ ୱޢϪϗϩοΥッΩʖ

න̒ɻೋҝౕҲལ（7($3）

/H[LOH )OHVFK )�.�* ҡ਼ޢ ೋ਼ޢ ೋིޢ Ωώʖི

3$1 270 9�0 5��6 ��� 141 0 0 100
3$2 274 1040 59�6 9�6 135 2 1�5 9��5
3%1 5�0 1150 50�6 11�1 253 � 3�2 96��
3%2 563 1000 44�4 11�2 227 9 4 96
ܯ૱ 16�7 756 19
ฑۋ 421�� 1042�5 53�3 10�2 1�9�0 4�� 2�2 97��

7($3 Ԉ΄਼ޢ
ӵชೋҝౕ ୱޢϪϗϩοΥッΩʖ

න̓ɻೋҝౕҲལ（,(/76）

/H[LOH )OHVFK )�.�* ҡ਼ޢ ೋ਼ޢ ೋིޢ Ωώʖི

1 336 1230 53�1 10�9 165 6 3�6 96�4
2 667 1240 50�5 10�9 309 16 5�2 94��
3 550 12�0 51�2 11�3 229 29 12�7 �7�3
4 1104 11�0 49�9 11�4 399 33 ��3 91�7
5 557�0 1170 4��7 12�1 240 1��0 7�5 92�5

ܯ૱ 2150�
2750 ʹ ʹ

ฑۋ 642�� 1220�0 50�7 11�3 26��4 20�4 7�5 92�5

,(/76 Ԉ΄਼ޢ
ӵชೋҝౕ ୱޢϪϗϩοΥッΩʖ


ௗชͺ3ୌड़ୌɽસରͲ2150ޢ�2750ޢ

න̔ɻೋҝౕҲལ（72()/）

/H[LOH )OHVFK )�.�* ҡ਼ޢ ೋ਼ޢ ೋིޢ Ωώʖི

1 664 1170 33�5 13�5 299 32 10�7 �9�3
2 661 1220 41�� 12�2 271 24 ��9 91�1
3 616 1250 53�6 10�9 2�4 27 9�5 90�5

ܯ૱ 1941 �54 �3
ฑۋ 647�0 1213�3 43�0 12�2 2�4�7 27�7 9�7 90�3

72()/ Ԉ΄਼ޢ
ӵชೋҝౕ ୱޢϪϗϩοΥッΩʖ

Δ௕จಡղ༻ӳจの೉қ౓ൺֱ͚͓ʹݧࢼఆݕɾ֨ࢿ

�������
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（ㄒᙡ㸧１題࠶たࡾの㞴ㄒᩘが㸮ㄒ㹼㸴ㄒ, カࣂー⋡

も100%㏆ࡃとࡰ࡯センター試㦂୪みで࠶る。 
 
 ヨ㦂࣮ࢱࣥࢭ �����

（文❶㸧୕ࡘのၥ題の㞴᫆度のᕪが大きい。Flesch 
Kincaid Gradeでアメリカのᑠ学㸱ᖺ⏕から高ᰯ２ᖺ

⏕までのᖜが࠶る。 
（ㄒᙡ㸧ࢹータ࣋ースの基‽なのでカࣂー⋡ 100%で

 。る࠶
 
����� ᮾ໭኱Ꮫ 

（文❶㸧㞴᫆度の高いྠ⛬度のⱥ文が２題出題さࢀて

いる。Flesch Kincaid Grade ではアメリカの高ᰯ２

ᖺ⏕から㸱ᖺ⏕ࣞ࣋ルで࠶る。 
（ㄒᙡ㸧㞴ㄒが１題にࡘき 25 ㄒと 35 ㄒと多い。カ

 。る࠶ー⋡も90%๓後でࣂ

 

�� 考ᐹ  

���  文❶ࡢ㞴᫆ᗘ 

個々の㈨᱁・᳨定試㦂のၥ題ࡈとの≉ᚩを見ると

GTEC が560L から1300L, センター試㦂が 600L か

ら 1220L と㞴᫆度に┦ᙜなᖜが࠶るのに対し, ⱥ᳨

は 980L から 1100L, TEAP が 980L から 1150L, ࢣ
ンࣈリッジⱥ᳨が 1070L から 1270L, IELTS が

1170L から 1280L, TOEFL が 1170L から 1250L と

いࢀࡎも㞴᫆度に大きなᖜはなかࡗた。センター試㦂

と GTEC はᖜᗈい学力の受㦂⏕に対ᛂするため, こ
のような㞴᫆度にᖜの࠶るᵓ成になࡗているとᛮࢀࢃ

る。また IELTS と TOEFL は௚の㈨᱁・᳨定試㦂に

ẚ࡭るとᖹᆒ的に高めになࡗている。ࣈ࢚࢘サ࢖ト㸷) 
によࡤࢀ TOEFL は「アメリカ, ࢠ࢖リス, オースト

ラリア, ニࣗージーランド, カナࢲのࡰ࡯඲ての大学

をはじめとした, 130 カ国 10,000 以上の機関が, 
TOEFL テストスࢥアをⱥㄒ能力のド明, 入学や᥎⸀

入学, ዡ学金, ༞業の基‽として฼用しています。」

と࠶るようにⱥㄒᅪの多ࡃの大学で␃学ᚿ望者のⱥㄒ

力をィるために฼用さࢀている。また IELTS も࢚࢘

ト࢖サࣈ 10) で「ࢠ࢖リス, オーストラリア, カナࢲ, 
ニࣗージーランドのࡰ࡯඲ての高等教育機関で認めら

アメリカでも TOEFL ,ࡾておࢀ に代ࢃる試㦂とし

て入学ᑂ査の㝿に᥇用する教育機関が 3,000 を㉸え, 
ⱥㄒ力ド明のグローࣂルスタンࢲードテストとして世

⏺中で受㦂者がቑえ続けています。」とࡾ࠶ , 
TOEFL ྠᵝにⱥㄒᅪ࡬の␃学ᚿ望者のⱥㄒ力をド明

する試㦂として฼用さࢀている。たとえࡤ大学入学後

に␃学関ಀのプログラムにᛂເすることを考えている

受㦂⏕にはメリットとなる≉ᚩといえる。ᚑࡗてこࢀ

ら஧ࡘの試㦂で౑ࢀࢃるㄞゎ用のⱥ文が, ௚の㈨᱁・

᳨定試㦂で౑ࢀࢃるㄞゎ用のⱥ文よࡾも㞴᫆度がやや

高ࡃなࡗているのは⮬↛なことで࠶るとᛮࢀࢃる。ཧ

考までに米国の学ᰯの学ᖺで㞴᫆度を⾲す Flesch-
Kincaid Grade Level では IELTS が高ᰯ１ᖺ⏕から

高ᰯ㸱ᖺ⏕ࣞ࣋ル, TOEFL は高ᰯ１ᖺ⏕から大学１

ᖺ⏕ࣞ࣋ルとなࡗている。 
 ,るが࠶リッジⱥ᳨はᾏ外ᅋ体による試㦂でࣈンࢣ

ト࢖サࣈ࢚࢘ 11㸧によࡤࢀ「日本の大学⏕の試㦂ࢹー

タをもとに 1980 ᖺ代に෌開発さࢀた試㦂が,今日の

PET（B１ࣞ࣋ルの中⣭試㦂㸧のཎᆺになࡗているな

まࡾ日本の学ᰯ教育との┦関性が高いことがศか ,࡝

す。」と࠶るように日本ே学⩦者のࢹータを元に開発

さࢀたことがࢃかる。またⱥ᳨のように受㦂⣭が⣽か

の␃学に฼用するሙ合࡬ているため, ⱥㄒᅪࢀศかࡃ

には, 今回の調査で౑用した PET よࡾ㞴᫆度の高い

フ࢓ースト（FCE㸧, アドࣂンスト（CAE㸧, プロフ

ィシ࢚ンシー（CPE㸧な࡝を受㦂することが多い。

そのため PET では TOEFL, IELTS 㞴しいⱥ文࡝࡯

が౑用さࢀていないとᛮࢀࢃる。 
 ⾲ 10 はⱥㄒ㸲ᢏ能㈨᱁・᳨定試㦂᠓ㄯ会 12)が運営

する「ⱥㄒ㸲ᢏ能試㦂情報サ࢖ト」13) で⤂௓さࢀてい

る㈨᱁・᳨定試㦂とCEFR との対↷⾲から今回調査対

象とした試㦂を㍕せたもので࠶る。今回の調査で, ⟬
出するẁ㝵のᖜがᗈけࡤࢀ౑用するⱥ文の㞴᫆度の 

න̕ɻೋҝౕҲལ（ίンϔϨッζӵݗ）

/H[LOH )OHVFK )�.�* ҡ਼ޢ ೋ਼ޢ ೋིޢ Ωώʖི

3DUW�2 611 1070 61�7 9�2 253 6 2�4 97�6
3DUW�3 452 1270 44�7 12�7 236 3 1�3 9��7
3DUW�4 2�7 1100 77�1 � 14� 0 0 100
ܯ૱ 1350 637 9
ฑۋ 450�0 1146�7 61�2 10�0 212�3 3�0 1�2 9���

ίンϔϨッ
ζӵݗ Ԉ΄਼ޢ

ӵชೋҝౕ ୱޢϪϗϩοΥッΩʖ

න̖ɻೋҝౕҲལ（ιンνʖݩࢾ）

/H[LOH )OHVFK )�.�* ҡ਼ޢ ೋ਼ޢ ೋིޢ Ωώʖི

4$ 499 1220 50�1 11�3 200 0 0 100
5 67� 600 ���1 3�3 5�1 0 0 100
6 593 1070 67�1 ��4 577 0 0 100

ܯ૱ 1770 135� 0
ฑۋ 590�0 963 6��4 7�7 452�7 0�0 0�0 100

ӵชೋҝౕ ୱޢϪϗϩοΥッΩʖ
Ԉ΄਼ޢ

ιンνʖ
ݩࢾ

න̗ɻೋҝౕҲལ（౨๼大学）

/H[LOH )OHVFK )�.�* ҡ਼ޢ ೋ਼ޢ ೋིޢ Ωώʖི

1 994 1250 50�2 11�� 406 25 6�20 93��
2 769 1220 43�2 12�3 324 35 10�� �9�2
ܯ૱ 1763 730 60
ฑۋ ��1�5 1235�0 46�7 12�1 365�0 30�0 ��5 91�5

౨๼大学 Ԉ΄਼ޢ
ӵชೋҝౕ ୱޢϪϗϩοΥッΩʖ

�������

େֶೖڀݚࢼδャʔφϧୈ��߸
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ᖜもᗈいというࢃけではないということがࢃかࡗた。 
GTEC のようにᖜᗈい㞴᫆度のⱥ文を౑用して㸲ẁ

㝵にཬࡪスࢥアを⟬出している㈨᱁・᳨定試㦂もࢀ࠶ 
の㞴᫆度のⱥ文を౑用し୍ྠࡰ࡯IELTSのように ,ࡤ

てB１からC２までの㸲ẁ㝵のスࢥアを⟬出している

㈨᱁・᳨定試㦂も࠶る。ྛ実施ᅋ体によࡗて考え方, 
⟬出方法等が行ࡗていることがࢃかる。またᙜ↛のこ

とでは࠶るがⱥ リッジⱥ᳨のように, ⣭ูࣈンࢣ ᳨,

にศかࢀてၥ題を課すሙ合には対象となるẁ㝵は⊃ࡃ

なࡗている。 
 
��� ㄒᙡࡢ㞴᫆ᗘ 

 ㄒᙡにࡘいては, 国内の実施ᅋ体による㈨᱁・᳨定

試㦂のⱥ ,᳨ GTEC, TEAP とᾏ外ᅋ体のࢣンࣈリッ

ジⱥ᳨にࡘいてはࡰ࡯センター試㦂とྠ等の㞴᫆度の

ㄒᙡでᵓ成さࢀていたが, ᾏ外ᅋ体の IELTS と

TOEFL にࡘいてはやや㞴ㄒの౑用⋡が高かࡗた。日

本の実施ᅋ体による㈨᱁・᳨定試㦂は୺として日本で

学ᰯ教育を受け, 日本国内の大学࡬の㐍学を考えてい

る受㦂⏕を対象としてタィさࢀているのでセンター試

㦂とྠ等の㞴᫆度のㄒᙡでᵓ成さࢀているのは᝿ീに

㞴ࡃないが, ᾏ外実施ᅋ体によるࢣンࣈリッジⱥ᳨

（PET㸧もྠᵝにセンター試㦂とྠ等の㞴᫆度のㄒ

ᙡでᵓ成さࢀていることがࢃかࡗた。 
IELTS と TOEFL は 4.1 で㏙࡭たようにⱥㄒᅪの

大学࡬の␃学ᚿ望者のⱥㄒ力をド明するために฼用さ

るため, ౑用ㄒᙡもその目的にྔう࠶ている試㦂でࢀ

ためのものとなࡗていると考えらࢀる。 
 

  以上の結果からࢃかるように 2020 ᖺ度よࡾ本᱁的

に大学入試で฼用さࢀるྛ㈨᱁・᳨定試㦂の㛗文ㄞゎ

用ⱥ文の㞴᫆度にはかなࡾのᕪが࠶る。大㞧ᢕにศ㢮

すࡤࢀ, 文❶においては GTEC はࡰ࡯センター試㦂

とྠࣞ࣋ルの㞴᫆度, IELTSとTOEFLがᮾ໭大の個

ู試㦂とྠࣞ࣋ルの㞴᫆度, そしてⱥ᳨と TEAP, ࢣ
ンࣈリッジⱥ᳨がその中間に位⨨する㞴᫆度でࡗ࠶た。

ㄒᙡに関しては IELTS とTOEFL がᮾ໭大の๓ᮇ個

ู試㦂とྠࣞ࣋ルの㞴᫆度,そࢀ以外に関してはセン

ター試㦂とྠࣞ࣋ルでࡗ࠶た。 
またྠ⛬度の㞴᫆度のⱥ文を」ᩘ౑用している㈨

᱁・᳨定試㦂もࡤࢀ࠶, 㞴᫆度にᕪが࠶るⱥ文を」ᩘ

౑用している㈨᱁・᳨定試㦂もࡗ࠶た。このような違

いは, そࢀࡒࢀの㈨᱁・᳨定試㦂が࡝の⛬度のⱥㄒ力

の受㦂⏕を᝿定しているか, また࡝のような目的の試

㦂なのか, ࡝のような方法でスࢥアを⟬出するかな࡝

の違いによࡗて⏕じているとᛮࢀࢃる。 
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 センター試㦂の後⥅で࠶る大学入学ඹ通テストのⱥ

ㄒၥ題は 2023 ᖺ度まで⥅続することはỴまࡗている

が, ⩣ᖺ度以㝆はᮍ定で࠶る。もしなࡃなࡗたሙ合に

は㈨᱁・᳨定試㦂がその役割をᢸうྍ能性が高いが,
果たしてそこにၥ題はないのでࢁ࠶うか。今後, ௚の

㸱ᢏ能の試㦂内容にࡘいてもศᯒを行い, ㈨᱁・᳨定

試㦂をඹ通テストの代᭰の試㦂として฼用することの

᫝㠀にࡘいて᳨ドする必要が࠶るとᛮࢀࢃる。その㝿

に考えらࢀるどⅬとしては, 例えࡤリスニングでࢀ࠶

 ,ティングでは࢖リスニング用のⱥ文の㞴᫆度, ラ ,ࡤ
書かせるศ㔞, テー࣐, 試㦂時間, スࣆーキングでは, 
試㦂時間, ᙧᘧ（個ேか㞟ᅋか, 対面かࢥンࣗࣆータ

ーか㸧な࡝が考えらࢀるでࢁ࠶う。 
 また IELTS と TOEFL の୕ࡘのⱥ文とࢣンࣈリッ

ジⱥ᳨の஧ࡘのⱥ文にࡘいては Lexile Measure と௚

の஧ࡘのᣦᶆで異なࡗた㞴᫆度のഴ向を♧している。

ල体例をࡆ࠶ると TOEFL の１␒と㸱␒をẚ㍑する

と, Lexile Measureでは１␒が1170L, 㸱␒が1250L
と㸱␒の方が㞴しいと⾲さࢀているが, Flesch-
Kincaid Grade Level では１␒が 13.5, 㸱␒が 10.9
と㸱␒の方が᫆しいと⾲さࢀている。ⱥ文の㞴᫆度を

ᙧ≧面のみでᩘ್化することの㝈⏺で࠶るとᛮࢀࢃる。

今回のศᯒにおいてᾏ外実施ᅋ体の試㦂にのみこのഴ

向が⾲ࢀていることが༢なるഅ↛なのか, そࢀとも௚

の要ᅉがᙳ㡪しているのか, な࡝は今後ゎ明す࡭き課

題としてṧࡗている。 
 なお今回の調査は, ౑用さࢀているⱥ文の㞴᫆度で

て, ㄞゎၥ題の㞴᫆度ではない。たとえ㞴᫆度のࡗ࠶

高いⱥ文を౑用してもᖹ᫆なၥ題をసることは୙ྍ能

ではないし, その㏫もྍ能で࠶る。今後はၥ題内容の

ẚ㍑・᳨ウ, ࠶るいは㞴᫆度のẚ㍑等のศᯒがồめら

 。ようࢀ
また㈨᱁・᳨定試㦂の᮲௳として「高等学ᰯ学⩦ᣦ

ᑟ要㡿とのᩚ合性がᅗらࢀていること。」（文部科学

省, 2017㸧と࠶るので, 今後, ྛ㈨᱁・᳨定試㦂のၥ

න10ɻݗ・֪ࣁఈ5()&ݩࢾͳのଲলන��ชՌ঴（+�30�3)
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題は高等学ᰯ学⩦ᣦᑟ要㡿をᛕ㢌に⨨いて修ṇ・ኚ᭦

がຍえらࢀるྍ能性が࠶る。今研究はࡃ࠶まで 2018
ᖺ２᭶ 19 日ẁ㝵で入ᡭできたサンプルၥ題をศᯒし

た結果で࠶ることを最後に௜けຍえておきたい。 
 
ὀ 

㸯)  72(,&にࡘいては3DUW 㸵の0XOWLSOH 3DVVDJHV

では合ィで 300 ㄒ以上のⱥ文も出題さࢀているが� 

異 �࡝と関連する内容の(メールなࢀᗈ告とそࣈ࢚࢘

なࡗたᵝᘧの文書が組み合ࢃさࢀているものが࡯とࢇ

文書のᵝྛࡤる。そのためㄞゎ力以外の� 例え࠶で࡝

ᘧを⌮ゎした上で情報を᥈すな࡝の能力もၥࢀࢃる内

容となࡗているため� 本研究の調査対象からは㝖外し

た。ࢣンࣈリッジⱥ᳨の 3DUW ２も」ᩘのⱥ文でᵓ成

さࢀているၥ題で࠶るが� ྠじᵝᘧのⱥ文が続いて出

ているため� 受㦂者が通して㛗文をㄞࡴことが᝿定さ

 。たࡗるので調査対象としてᢅࢀ
２) 㸺http://media.eiken.or.jp/teap/reading/teap_ 

sample_reading.pdf㸼（2017.11.㸵㸧 
㸱 ) 㸺 https://www.ielts.org/about-the-test/sample-

test-questions㸼（2018.２.22㸧 
㸲) 㸺https://www.lexile.com/㸼(2018.㸱.㸲) ཧ↷ 
㸳 ) 㸺 https://lexile.com/educators/tools-to-support-

reading-at-school/tools-to-determine-a-books-
complexity/the-lexile-analyzer/㸼（2018.２.22㸧 

㸴 ) 㸺 www.readabilityformulas.com/flesch-grade-
level-readability-formula.php㸼（2018.２.22㸧 

㸵) ༢ㄒࣞ࣋ル࢙ࢳッカー 2017 [CD-ROM] ࢖ーキ

ャスト 
㸶) 㸺http://www.eiken.or.jp/ielts/test/pdf/info_for 

_candidates_japanese.pdf㸼 (2018.㸱.㸵) 
㸷) 㸺https://www.cieej.or.jp/toefl/toefl/index.html㸼
（2018.２.㸴㸧 

10) 㸺www.eiken.or.jp/ielts/merit/ 㸼（2018.２.㸴㸧 
11) 㸺http://www.cambridgeenglish.org/jp/images 
 /177172-for-schools-cos-relationship-flyer.pdf 㸼 

（2018.２.㸴㸧 
12) ᖹ成 26 ᖺ 12 ᭶に㸲ᢏ能にࢃたるテストの学ᰯ

のᤵ業や大学入学者選抜等における活用を促㐍する

ことを目的に文部科学省に発㊊した「ⱥㄒ力評価ཬ

入学者選抜におけるⱥㄒの㈨᱁・᳨定試㦂の活用ࡧ

促㐍に関する連⤡༠議会」にཧຍする㸴ࡘの試㦂運

営ᅋ体による᠓ㄯ会。教育関ಀ者,受㦂者,ಖㆤ者等

に,࣏ータルサ࢖トの運営やᣦ㔪సࡾ等を通して,適
ṇかࡘໟᣓ的なⱥㄒ㸲ᢏ能試㦂の内容・ࣞ࣋ル・活

用事例等の情報提供を行うことを目的とする。 

13) 㸺http://㸲skills.jp/qualification/comparison_cefr. 
html㸼（2018.２.23㸧 
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